
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１面と、対向する第２面と、前記第１面および前記第２面に連なるエッジ面とを備えた
少なくとも１つの熱伝導冷却フィン構造を有し、前記熱伝導冷却フィン構造の前記エッジ
面には少なくとも２つの凹部からなる少なくとも１つの沈彫り領域を備え、前記エッジ面
は

長軸は前記エッジ面の長軸に対して鋭い角度をなして位置決めされ るこ
とを特徴とするエンジン部品。
【請求項２】
前記凹部のうち少なくとも１つは、細長凹部である請求項１のエンジン部品。
【請求項３】
前記沈彫り領域のうち少なくとも１つは、少なくとも１つの第１上方細長部と、少なくと
も１つの第２下方細長部とからなっている請求項１のエンジン部品。
【請求項４】
前記凹部のうちの少なくとも１つは、中央領域と、少なくとも１つの端部領域とを形成し
、前記中央領域は前記エッジ面から測定して決定される深さを有し、該深さは前記エッジ
面から測定して決定される前記端部領域の深さよりも大きく設定されている請求項３のエ
ンジン部品。
【請求項５】
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該エッジ面を横切る水平方向に長軸を形成し、前記少なくとも一つの沈彫り領域はフッ
トボール形状をなすと共に該沈彫り領域の先端から対向端に延びる長軸を形成し、かつ該
沈彫り領域の てい



前記熱伝導冷却フィン構造のエッジ面の大部分は、さらに内部に凹部を形成してなってい
る請求項１のエンジン部品。
【請求項６】
前記エンジン部品は、エンジンケーシングと，シリンダと，シリンダヘッドと，エンジン
部品カバーと，ロッカーアームカバーと，カムカバーと，検査カバーと，アクセスカバー
と，オイルクーラーと，チューブおよびシェル型の熱交換器とからなるグループから選択
される請求項１のエンジン部品。
【請求項７】
前記エンジン部品は、アルミニウム，アルミニウムベースの合金，鉄，チタニウム，タン
グステン，および鋼からなるグループから選択される請求項１のエンジン部品。
【請求項８】
第１面と、対向する第２面と、前記第１面および前記第２面とに連なるエッジ面とを備え
た少なくとも１つの熱伝導冷却フィン構造を有し、前記熱伝導冷却フィン構造の前記エッ
ジ面には少なくとも１つの沈彫り領域を備え、前記第１面と前記エッジ面との交差部がス
カロープ形状をなしていることを特徴とするエンジン部品。
【請求項９】
前記エンジン部品は、シリンダ，カバー，クーラー，プレート，およびヘッドからなるグ
ループから選択される請求項８のエンジン部品。
【請求項１０】
前記エンジン部品は、アルミニウム，アルミニウムベースの合金，鉄，チタニウム，タン
グステン，又は鋼からなるグループから選択される請求項８のエンジン部品。
【請求項１１】
少なくとも一つの露出部品を有する車両エンジン部品を設け、該車両エンジン部品に複数
のフィンを設け、彫り込み具により該フィンのうちの少なくとも１つのエッジ部の表面に

長軸が
前記エッジ面の長軸に対して鋭い角度をなして位置決めされるように エンジン部品
に不規則面を設けることを特徴とするエンジン部品の製造方法。
【請求項１２】
前記フィンの前記エッジ部は、彫られた面，マルチファセット面，スカロープ面，凹面，
重複構造のレリーフ，レリーフ面，切削面，丸い面，縦溝付きの面，不均等パターン若し
くはテキスチャ面で形成される請求項１１のエンジン部品の製造方法。
【請求項１３】
前記エンジン部品は、シリンダ，カバー，クーラー，プレート，およびヘッドからなるグ
ループから選択される請求項１１のエンジン部品の製造方法。
【請求項１４】
前記エンジン部品は、アルミニウム，アルミニウムベースの合金，鉄，チタニウム，タン
グステン，若しくは鋼からなるグループから選択される請求項１１のエンジン部品の製造
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、一般に、例えば、推進動力車両の動力源として使用される内燃機関を備えた
エンジンに関するが、これに限定されない。特に、本発明は、エンジンおよびその部品用
の冷却システム、並びにシステムの製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　エンジン、特に内燃機関は、運転の過程で、多量の熱を産み出す。エンジンの連続運転
は、運転中に産み出される熱を、高い割合でエンジンから取り除くことが必要である。高
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フットボール形状をなす複数の細長凹部を形成するように彫り込むとき、前記細長凹部の
少なくとも一つが先端から対向端に延びる長軸を形成すると共に、前記フィンのエッジ部
が前記エッジ面を横切る水平方向に長軸を形成するようにし、かつ前記細長凹部の

して、



い周囲温度や、高い高度又は緯度で運転される車両に設けられるエンジンは、特にそうで
ある。他の重要な要素として、冷却空気流の利用性と、この冷却空気流が存在しないこと
である。この目的のため、エンジンは、エンジンから熱を運ぶ種々の冷却システムを備え
ている。これらの冷却システムは、典型的には、エンジンから周囲への熱搬送手段として
、エンジンケーシング又はエンジン部品の上方又は内部を通る流体の流れに依存する。エ
ンジンから熱を搬送するのに失敗すると、エンジンの出力が減少し、厳しい条件では、エ
ンジンの故障を招く。
【０００３】
　多くのエンジンは、初期冷却剤として空気に依存し、このようなエンジンは、空冷エン
ジンである。このような空冷エンジンは、例えば、パワーモータサイクル，スノーモービ
ル，軽飛行機，および他の車両に幅広く使用されるが、液体冷却エンジンの重量や付加的
な複雑さは、好ましくない。また、空冷エンジンは、エンジン駆動の芝刈り機用、並びに
、エンジン駆動のガーデニング，建築，木材切削機器に幅広く使用される。
【０００４】
　対照的に、液冷エンジンは、典型的には、エンジンで発生した熱を除去するために、エ
ンジンの内部通路若しくはジャケット内を循環する水，エタノール，他の液体を有する。
液体冷却剤循環システムは、例えば、比較的少量の冷却液を連続的に再循環させる自動車
のラジエータ冷却システムなどのクローズドシステムであり、又は、ボートが運転し、ボ
ート用のエンジンを通過した後、船外に放水するだけの冷却システムで、水面から内部に
水を導くボートエンジン用の冷却システムなどのオープンシステムである。
【０００５】
　エンジンは、一次空冷、若しくは、一次液冷であるかどうかであり、典型的ではあるが
、必ずしもエンジンケーシング， シリンダ，若しくは、

レシプロピストンおよびシリンダヘッドを包むバレル構造から構成されるものではない
。シリンダヘッドは、シリンダ頂部に設けられ、エンジンが、オーバーヘッド型エンジン
である場合、給排気弁機構のために、燃焼室を設ける。もし、エンジンがオーバーヘッド
カム型のエンジンである場合、シリンダヘッドには、典型的には、バルブ列、若しくは機
構に加えて、 カムシャフトを収容し、その中で、カムシャフトは、作動
部材である。付言すると、エンジンがオーバーヘッドカム型のエンジンである場合、オー
バーヘッドバルブ型のエンジン、若しくはその代わりとしてカムカバーである場合、エン
ジンは、しばしばバルブカバーを備える。もちろん、エンジンの他の型式と同様に、４サ
イクル型のエンジンの他の型式および変形がある。このようなエンジンは、２サイクル型
のエンジンであり、該エンジンは、典型的には、エンジンケーシング，
レシプロピストンを包むシリンダ，および内燃室を有するシリンダヘッドを備えている。
４サイクル型のエンジンとは異なり、２サイクル型のエンジンのシリンダヘッドは、通常
、シリンダヘッド自体のバルブ列の型若しくはカム駆動機構ではない。
【０００６】
　空冷エンジンの特殊型であるか、何気筒のシリンダであるか、若しくは、各シリンダの
うち、別のシリンダが、インライン、対向、若しくはＶ－配列かどうかについて物理的に
設置可能かどうか、エンジンの運転中、エンジンのサブ部品のすべてではないが、少なく
ともいくつかを、通常、エンジンの上方および周囲に空気を流れさせるような位置に、エ
ンジンを設ける。
【０００７】
　エンジン内の燃料や空気の燃焼によって発生する周囲空気への熱伝達率を増加させるた
め、若しくは、このような燃焼が起こるシリンダおよびシリンダヘッド，多シリンダエン
ジンの少なくともシリンダ，および各シリンダヘッド、若しくは、シリンダヘッド内で発
生した熱を外部に取り除くために、エンジンには、しばしば、エンジンから外側に延びる
多くの冷却フィンが備えられる。このような冷却フィンは、通常、シリンダ構造および空
冷エンジンのシリンダヘッド部の上に幅広く設けられ、燃料および空気の燃焼によって発
生した熱をエンジンから運び出すために、液冷エンジンに設けられることがある。付加的
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な冷却能力を出すのに、通常、エンジンで発生した熱を、周囲空気である回りの環境に運
び出すために、エンジンケーシング上に、並びにエンジンのバルブカバー，若しくはカム
カバー，他のサブ部品や補助部品の上に、冷却フィンを設けることは稀ではないが、条件
は、技術分野で使用される更なる流体である。冷却フィンを使用する構造型エンジンの技
術で幅広く認識され、冷却フィンは、エンジンおよび関連部品内から発生した熱を周囲に
運ぶ有効表面積を増大させるのに役立つ。冷却フィンによって与えられる有効表面積を増
大させるのに、周囲への熱放射かつ熱伝導率は、増大する。さらに、このような冷却能力
の増大は、冷却フィンの数やサイズに影響され、該冷却フィンは、様々なエンジン部品に
設けられ、エンジンの運転や条件の所期する範囲に対して、冷却後に、その結果を調べて
、空気交換を良好に制御するのを助けるようになっている。
【０００８】
　当該技術は、広範囲で多様な冷却フィン装置を有する内燃機関で満ちているが、エンジ
ンからの熱伝達の更なる有効なシステムを提供する技術に、ニーズがある。さらに、空冷
，液冷，４サイクル型，２サイクル型，若しくは他タイプのエンジンに容易に適用でき、
モータサイクル，飛行機，ボート，若しくは他の動力車両かどうか、あるエンジンを使用
するのに特殊な用途で容易に適用でき、かつ、エンジンの運転で搬送熱エネルギ発生の使
用に適したエンジンから、熱伝達のより有効なシステムを提供する必要性がある。
【０００９】
　また、新たに製造されたエンジンおよび関連部品の設計に容易に組み込まれ、若しくは
、冷却フィンを有するエンジンおよび関連部品に容易に再設置されるエンジン冷却システ
ムおよびその製造方法に対する技術に、ニーズがある。
【００１０】
　さらに、 冷却フィン、若しくは、その類似構造をエンジンの特殊部品
内に組み込むのに、特に適したエンジン冷却システムの技術および該システムの製造方法
にニーズがある。このようなエンジンは、エンジンを形成し、取り付けられ、若しくは他
のエンジンに関連するようなエンジンケーシング，シリンダ，シリンダヘッド，様々な検
査／アクセスカバー，バルブ，若しくはロッカーアーム，カバー，カムカバー，および他
の部品を備えるが、これに限定されない。
【００１１】
　また、必ずしも、エンジンの一部を直接に取り付け、若しくは、直接に形成されないオ
イルクーラーおよび液冷却剤のラジエータ、および他の部品などの熱交換器を備えるが、
これに限定されないエンジンの補助部品内に組み込むのに、特に適したエンジンの冷却シ
ステムおよび該システムの製造方法に、ニーズがある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、期せずして、エンジン若しくはその部品から、周囲空気に僅かに増大した熱
伝達率を有するエンジン冷却システムを提供する。本発明は、特に、第１面，第２面，お
よび、 空冷の内燃機関に関連するが、こ
れに限定されず、特に適した周辺又は最も外側のエッジ面を有するフィン付き構造を備え
たエンジン若しくはその部品に関連して使用するのに、特に適している。
【００１３】
　エンジン又はその部品の従来の冷却フィンを対照すると、本発明の冷却システムは、フ
ィンで熱を周囲に効率よく運び出すことができ、その結果、従来の冷却フィンに比べて高
い冷却効果を与える を形成するように、少なくとも１つ、好ましくは複数の予め選択
的に形成された凹部、若しくは鋭い空隙が設けられた少なくともフィンエッジ部分を備え
る。本発明は、好ましい実施例では、ロータリー式刻み道具又は切削道具で、エンジン又
はその部品の少なくともフィンエッジ面を刻むことからなり、予め選択された繰返しパタ
ーンで良好に配された複数の予め選択された形状の凹部を提供する。
【００１４】
　本発明の実施例に従って、 フィン状構造を有する エ
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ンジンケーシング，シリンダ，シリンダヘッド，カバー，若しくはエンジンの他の部品は
、予め選択された繰返しパターンで配された複数の細長凹部を表示するために、刻まれ、
切込まれ、窪むように形成された周辺のエッジ部を有する フィン状構造
からなる。好ましくは、細長形状の凹部は、細長形状の凹部の 第１列を

フィンの水平若しくは主軸に対し
てある角度が付けられる。
【００１５】
　本発明の実施例に従って、エンジンに直接に設置され、若しくは、離れて設置されるか
どうか、オイルクーラー，ラジエータ，若しくは、他の補助部品などのエンジンの補助部
品は、部品から外側に延びる フィンを設け、予め選択された繰返しパタ
ーンで配され、正しく位置付けられた複数の細長形状の凹部を表わすために、刻まれ、切
込まれ、他に凹状に形成された外部周辺にエッジ部を有する フィンから
なる。好ましくは、 フィンエッジ部に設けられた細長形状の凹部は、

細長形状の凹部の第２列の上方に、垂直に位置付けられた
細長形状の凹部の第１列で、フィンの水平軸に対してある角度が付けられる。

【００１６】
　本発明の他の利点および利益は、本発明の添付図面に照らして、以下の詳細な説明を精
査しながら、適切な技術における通常の技術を有する者に明らかになる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
　まず、図１について、モータサイクル１０は影線で示され、これに設けられたエンジン
１２を備えている。エンジン１２は、予め選択された角度、若しくはＶ状に対向する２つ
のシリンダを備えたツインＶエンジンとして描かれる。さらに、エンジン１２は、各シリ
ンダ１４の頂上に設けられ、かつ各シリンダヘッドの頂上に設けられたをシリンダヘッド
備え、ロッカー若しくはバルブ，カバー１６である。図１に示すツインＶエンジンは、単
なる例であり、本発明は、４サイクル若しくは２サイクルのエンジン、若しくはある数の
シリンダ，シリンダヘッド，若しくはロッカーカバーを有するエンジンなど、特殊なタイ
プのエンジンに限定されないことを理解すべきである。さらに、本発明は、空冷若しくは
液冷のエンジンに、容易に適用でき、単なるモータサイクルへの応用には限定されないこ
とを理解すべきである。
【００１８】
　図２について、シリンダ１４は、シリンダ１４から外側に延びる複数の冷却フィン１８
を備え、より詳細に示される。他の部品と同じように、シリンダ１４は、一般に、アルミ
ニウムを含む材料、若しくはアルミニウムをベースとした合金，鉄，鋼，若しくは他の適
当な材料から製造される。さらに、図２は、エンジン１２を搭載した車両が移動する際に
、典型的であるように、シリンダ に衝突する空気流を示す。

は、シリンダ の全長から実質上外側に延びるように例示され、シリンダ の全
体の表面積を拡大し、各冷却フィン から周囲空気までの効果的な熱伝達を促進する。
【００１９】
　図３は、より詳細で典型的なシリンダ１４を示す斜視図である。シリンダ１４は、実質
的に垂直方向に積み重ねられた装置で示される複数の冷却フィン１８を備え、その中に、
各冷却フィン は、一般に、これに隣接して配された冷却フィン に実質上平行であ
る。冷却フィン は、互いに、多様な方法，スタイル，および配置で、形状を形成し、
位置付け、正しく位置決めをすることができることを理解すべきである。図３に示すよう
に、各冷却フィン１８は、第１面２８，対向する第２面３０，および冷却フィン１８の最
遠の周辺に配された周辺エッジ面３２から構成される。従って、エッジ面 は、典型的
には、第１ および第２面 に いる。エッジ面３２は、相当の不規則性、
若しくは起伏で表示され、これは、従来の冷却フィンの一般に円滑で平面的なエッジ面に
鋭い対比をなしている。当該技術でよく理解されるように、穴２６は、シリンダ１４を貫
通して縦方向に延び、図示しないレシプロピストンを収容する。
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【００２０】
　図４は、シリンダ１４の側面図であり、本発明の好ましい実施例に従って設けられる冷
却フィン１８のエッジ面３２をハイレベルで詳細に描き、エッジ面 は、 状に細
長凹部の繰返しパターンを呈し、エッジ面３２を形成するように、刻まれ、削られ、若し
くは形成される。このような面のエッジは、冷却フィン から周囲空気までの熱伝達量
の増大を促進し、エンジン１２が運転する際に、シリンダ１４との関係でしばしば移動す
る。
【００２１】
　図５は、各沈彫り部４０が、好ましくは、上方細長凹部３４、下方細長凹部３６，およ
び該上方細長凹部３４と下方細長凹部３６の中間に位置付けられた最深

沈彫り部３８を構成した状態で、個々に彫り込まれ、隣接して配置されたエッジ面３
２の沈彫り部４０を詳細に示す冷却フィン１８の孤立した部分の斜視図である。
【００２２】
　さらに、図６は、図５に示す冷却フィンの代表的な部分の拡大図を示す。図６に示すよ
うに、エッジ３２面の各沈彫り部４０は、沈彫り部４０の最深領域 沈彫
り部３８

対して一般に対称である。上方細長凹部３４の外方境界
３４´および下方細長凹部３６の外方境界３６´は、一般に、沈彫り部４０の最浅領域に
ある。従って、沈彫り部４０は、複数の各沈彫り部４０が横方向

に互いに隣接する場合、上方
細長凹部３４の上方の列と下方細長凹部３６の下方の列を形成するように、内側の中間に
位置付けられた ３８の方向に湾曲する。好ましくは、沈彫り部４０は、図示するよう
に、複数のフットボール の刻み部，切れ目，空隙，若しくは全体のエッジ面３２を実
質的に超えて延びる凹部を形成するように横方向 に隣接する。沈彫
り部４０の代表的な部分の断面図は、沈彫り部４０がエッジ面３２から内側に引込んだ状
態を示した図６ａで示される。
【００２３】
　図７について、同図は、図６に示す冷却フィン１８の拡大部の頂面図を示す。図７の頂
面図は、上方細長凹部３４のスカロ－プ状の幾何学形状を示し、特に、エッジ面３４およ
び フィン面２８上に、外側境界部３４´のスカロ－プ状の輪郭を示す。本質的に、図
７に示す同じイメージは、 フィン１８の反対側を眺めることができる場合、正確であ
る。その結果、 フィン１８の面３０は可視であり、下方細長凹部３６のスカロ－プ状
の輪郭および外側境界部３６´は可視である。
【００２４】
　図面の図８について、典型的には、エンジンケースに配され、第１のドライブケース、
および／または、トランスミッションケース上に典型的に配された円形検査カバー４２の
外部を示し、これは、エンジンの第１ドライブケースのクラッチ機構への接近に関連して
使用される場合、ダービー（ｄｅｒｂｙ）カバーと呼ばれることがある。図８に示す典型
的な検査カバー４２は、凹んだ溝６４によって分断された複数の冷却フィン１８を備える
。冷却フィン１８は、シリンダ１４の冷却フィン１８について記述される本発明の好まし
い実施例に従って、 ４０が設けられたエッジ面３２を有する状態で示される。も
ちろん、検査カバー４２は、図示された好ましい実施例の代わりに、若しくはこれに組み
合わせて、本発明の代替的な実施例および変形例を容易に組み入れることができる。
【００２５】
　図面の図９には、凹んだ溝６４によって分断された冷却フィン１８を有する矩形状の検
査カバー４４が描かれる。検査カバー４４には、本発明の好ましい実施例に従って

４０が設けられる。矩形状の検査カバー４４は、エンジンの第１ドライブケース内に配
された第１駆動チェーンにアクセスするのに、特に適しているが、これに限定されない。
図８に示す検査カバー について、検査カバー４４は、好ましい実施例に追加し、若し
くはこれに代えて、本発明の代替実施例および変形例を組み込んで、有用化するのに適し
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ている。
【００２６】
　図８および図９に示す検査カバー は、単なる例であり、エッジ面 全体や
エッジ面 の一部でない場合、広範囲に適した材料，厚さ，幾何学形状，および輪郭か
ら製造される検査カバーを含め、エンジン部品の冷却特性を改善するように、刻んだり凹
んだりした部分を備えた少なくともエッジ面 を有する冷却フィン を設けた本発明
は、本発明の範囲内にある。
【００２７】
　さらに、本発明は、その冷却特性を高めるように、図面の図１０および図１１に示され
る典型的なオイルクーラー などの部品に関連する他のエンジンに容易に適用さ
せることができる。円筒状のオイルクーラー４６には、好ましくは、窪んだ溝６４によっ
て分断された複数の冷却フィン１８が設けられている。冷却フィン１８には、本発明に従
って必ずしもエッジ面３２全体でない場合、少なくとも部分的な ４０からなる少
なくともエッジ面３２を備える。典型的には、円筒状のオイルクーラー４６は、エンジン
ケースに直接に設けられた端部を有する。付加的に、オイルフィルターは、オイルクーラ
ーの対向する端部に付設され、その結果、 クーラー４６を介して図示しない付属フ
ィルターに通じるオイル通路は、オイルがろ過された後、最終的に クーラー４６を
介してエンジンケースに戻る前に冷却される。
【００２８】
　図１１に示す矩形状のオイルクーラー４８は、表面から突出する冷却フィン１８を有す
る他端部６０を有するように表示される。また、冷却フィン１８は、典型的には凹溝６４
によって分断される。中間の他端部６０は、オイルクーラー本体、若しくはコア６２であ
り、典型的には、各チューブ間に位置する起伏を伴う冷却フィンを有する従来のマルチ通
路の熱交換チューブとして機能する。より一般的には、オイルクーラー４８は、当該技術
で知られたシェル状およびチューブ状の熱交換器とみなされる。エンジン１２などのエン
ジンで加熱されたオイルは、オイルクーラー４８を回流して、少なくとも一つ、典型的に
はいくつかのクーラーを通る通路を製造するのに、結果として、エンジンに直接に戻る場
合は、オイルは、減少した温度で、エンジンに直接に、若しくはオイルタンクに戻る。本
発明によると、少なくとも端部６０、およびオプションとしてコア若しくは本体６２の冷
却フィン１８の ３２には、 クーラー４８の冷却特性を改善するのに、

４０が設けられる。
【００２９】
　オイルクーラー４６および４８には、本発明が容易に適用され、内部に組み込まれたエ
ンジン関連部品の単なる例であり、本発明は、エンジンを潤滑し、冷却し、若しくは冷却
促進に使用される様々な流体の冷却に関連する技術範囲で使用される様々なオイルクーラ
ー，ラジエータ，および熱交換器で使用されることを理解すべきである。
【００３０】
　エッジ面３２の刻みは、好ましくは、回転ダイアモンド製のハンディヘッドカッター（
図示しない）を使用する。特に、優れた結果を得るには、次の機器が使用される。すなわ
ち、フォアドム（登録商標）ミクロモデルＦＭ１０００切削機器，フォアドム（登録商標
）ハンドピースモデル０１８３，以下のサイズ１２０，１２５，１３０，１３５，１４０
，１４５，１５０，１５５，１６０，１６５，および１８０のいずれかのダイアモンド製
フライホイール、およびサイズ３ｍｍのダイアモンド製切削部材。また、ダイアモンド製
の切削部材は、穴ぐり器（ｂｕｒｒ）であり、ステム、若しくはシャフト５６に取り付け
たヘッド５４の周辺に設けられるダイアモンド製の切削部材５２を有する典型的な切削部
材５０は、図面の図１２に示される。好ましくは、上記穴ぐり器は、図１２に示す１２０
度のＶ－形状若しくはプロフィールを呈する。典型的には、１００００回転（ｒｐｍ）を
超える回転速度で、切削部材を回転させることができるハンドピースに設けられる切削部
材５０は、 エッジ面３２の長軸 に対してある角度 が付けられた細長
凹部３４，３６の垂直に重ねられた列を作るのに、冷却フィン１８のエッジを刻むのに用

10

20

30

40

50

(7) JP 4018385 B2 2007.12.5

４２，４４ ３２
３２

３２ １８

４６，４８

沈彫り部

オイル
オイル

エッジ面 オイル 沈彫
り部

図６に示すように Ｌ θ



いられる。隣接の若しくは隣接する切削若しくは切れ目は、エッジ面３２に製造され、各
刻みの中央部は、フィンエッジに近接した刻みの端部より深く、すなわち、刻みの深さは
、フィンエッジでテーパ状に刻まれた中央部から減少する。従って、元のフィンエッジの
僅かな部分は、そのまま残ることがある。好ましくは、切削部材５０の軸３３は、冷却フ
ィン１８の水平軸 に対して ４５度の角度になされるが、実際、各沈彫り部４０
が、ある角度 で刻まれる。隣接するダイアモンド製の切削部材５２に位置付けられて表
示される斜面５８は、ダイアモンド製の切削部材５２を保障するために、刻む時に冷却フ
ィン１８のエッジ面３２を刻む場合、アプローチの隙間を多く有する。
【００３１】
　上述した本発明の好ましい特性を有するように、冷却フィン 上に を作
るのに使用される多くの代替的な方法がある。すなわち、ＣＮＣ機械というマシンセンタ
ーを数値制御する多軸コンピュータは、凹面エッジを３ｍｍ、若しくは他の適当な深さま
で作れるように、プログラムすることができる。付加的に、エンジン部品のフィンには、
凹面エッジおよび研磨面、化学的エッチング処理面、ショットピーニング面、好ましいレ
ベル面の仕上げ、若しくは光沢をだすのに、技術分野で知られた適当な面処理に基づく面
のエッジを形成するように鋳造される。その上、他の機械や、技術分野で知られた面の形
成技法や修正技法が、本発明に従ってエッジ面 に冷却フィン を設けるのに使用さ
れる。
【００３２】
　他の刻みの可能な実施例は、図１３ないし図１８に示される。図１３は、実質上、

のエッジ面 を切削するマルキススタイル（Ｍａｒｑｕｉｓ－ｓｔｙｌｅ）
のダイアモンドの形状であるオーバル２０の組み合わせを示す。従って、図１３は、オー
バル２０の縦に並んだ（又は水平の）組み合わせを示し、図１４は、オーバル２０の横に
並んだ（又は垂直の）組み合わせを示し、図１５は、オーバル２０のある角度で横に並ん
だ（又は垂直で右側に角度を付した）組み合わせを示し、図１６は、オーバル２０のある
角度で横に並んだ（又は垂直で左側に角度を付した）組み合わせを示し、図１７は、オー
バル２０の複数のｘ形状の組み合わせを示し、そして、図１８は、オーバル２０の複数の
逆ｖ形状の組み合わせを示す。図１３ないし図１８に示すデザインの組み合わせは、エン
ジン１２の特殊な部品や、エンジン１２の異なる部品上で使用することができる。
【００３３】
　技術分野におけるプラクティスのように、エンジンや関連部品は、しばしば、多様な材
料でペイントされコーティングされ、エンジンやその部分、および関連部品に、単調なブ
ラックのような予め選択された色を施すようになっている。好ましくは、本発明に従って

４０を有するエッジ面 は、同様に、同じものをペイントし、コーティングし
、さらに、冷却フィン 、および／又はその間の溝の残りの部分よりも異なる色が施さ
れる。好ましい実施例では、本発明に従って凹部を組み込んだエッジ面 は、ほとんど
の部分で、冷却フィン が、少なくともアルミニウムからなる材料でできている場合、
刻まれた後、変更されない。従って、光に露出している場合、凹んだエッジ面 の最終
的な仕上げは、典型的には、相当に明るく、光沢を有する。好ましくは、凹んだエッジ面

はさらに磨かれ、化学的に処理され、望まれる場合、さらに明るい面を提供すること
もできる。
【００３４】
　実施例６７０ｃｃの各排気量を有するシリンダと、１３４０ｃｃの全排気量を有するツ
インＶのモータサイクルエンジンの付属シリンダヘッドが、試験された。図示シリンダヘ
ッドの直立エッジと同様に、シリンダの直立エッジは、図１９ないし図２４に示す発明の
好ましい実施例に従って形成され、すなわち、直立エッジは、複数の細長凹部を形成する
ように刻まれる。各凹部は、エッジ面の縦軸に対して鋭い角度で縦軸に正しく位置決めさ
れている。エッジには、オメガＫ型（Ｏｍｅｇａ
Ｋ－ｔｙｐｅ）のサーモカップルが備えられる。サーモカップルは、高熱伝導性の接着剤
でエッジに取り付けられる。サーモカップルは、シリンダおよびシリンダヘッド装置の後
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部に、中間スパンで７番フィンおよび１３番フィンに取り付けられる。また、サーモカッ
プルは、右側の中央領域で、装置の右側の１３番フィンに取り付けられる。装置の左側に
は、サーモカップルが、また、そのサイドの中央領域で、７番フィンおよび１３番フィン
に取り付けられる。シリンダおよびシリンダヘッドの前面には、サーモカップルを備えた
１３番フィンおよび１６番フィンに取り付けられる。また、シリンダおよびシリンダヘッ
ド装置の前面に取り付けられたサーモカップルは、各フィンの中央領域に取り付けられる
。サーモカップルの配置は、図１９で完全に示される。
【００３５】
　サーモカップルは、１３００モデルがテストで使用された状態で、ナショナルインスト
ルメント（Ｎａｔｉｏｎａｌ  Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ）ＳＬＳＩ１０００シリーズのデー
タ取得モジュールに接続されていた。このデータ取得モジュールは、順に、ゲートウェイ
ＰＣがこのテストで使用され、デスクトップコンピュータに順次接続されるデータ取得ボ
ードＮＮ０１６モデルに順次接続される。
【００３６】
　また、円滑なエッジ面を備えたフィンを有する６７０ｃｃモータサイクルの付属シリン
ダヘッドを備えた従来のシリンダは、本発明に係るシリンダおよびシリンダヘッド装置の
性能特性の違いを評価するために、制御例を提供するのに試験された。従来のシリンダお
よびシリンダヘッド装置のサーモカップル装置は、上述した本発明に係るシリンダおよび
シリンダヘッド装置のサーモカップル装置に相当する。
【００３７】
　最初の試験では、２つのシリンダおよびシリンダヘッド装置は、２００℃の温度までそ
れぞれ加熱される。その後、２つの装置は、冷却された。外側に生成した空気流は、最初
のテストで、２つのシリンダおよびシリンダヘッド装置の表面には入らない。温度は、４
秒間隔で様々なサーモカップルによって読み取られた。この最初の試験結果は、図２０お
よび図２１に図示される。
【００３８】
　図２０は、従来の制御シリンダおよびシリンダヘッド装置の様々なフィンの冷却率を図
示する。図２１は、本発明に係るシリンダおよびシリンダヘッド装置の様々なフィンの対
応する冷却率を図示する。２つの図の対比は、この２つの装置の各冷却率が、実質的に互
いに類似していることを示す。この結果は、予測できないことはない。フィンのエッジ面
の刻みから派生した有効表面の増大は、フィンの全有効表面積に比較して、必ずしも大き
くない。有効表面積の増加は、本発明に係るフィンから熱伝達率の相当な増大を期待する
には、必ずしも大きくなかった。
【００３９】
　第２の試験では、同じ２つのシリンダおよびシリンダヘッド装置は、２００℃の温度ま
で再加熱された。その後、２つの装置は、冷却ファンの空気流の通路に配される。空気流
の速度は、秒速で２．２７メートルが測定された。その後、４秒間隔で、様々なサーモカ
ップルから読み取られた。この第２の試験結果は、図２２および図２３の図で示される。
図２２は、従来の制御（スムーズ）装置の結果を図示し、一方、図２３は、本発明に係る
（ギザギザ）装置の結果を図示する。２つの図を比較すると、前面フィンの熱伝達率は、
制御前面フィンの熱伝達と比較して本発明に係る装置のフィンに対してかなり高い。図２
２および図２３で提供された情報によると、従来の制御装置の１３層の前面フィンは、２
００℃から６０℃まで冷却するのに６００秒を要した。対照的に、本発明に係る装置の１
３層前面フィンは、同じ温度まで冷却するのに２２０秒だけを要した。本発明に係る装置
は、従来の制御装置で必要な時間の約１／３で６０℃の温度に到達したことがわかる。さ
らに、本発明に係るフィン形状は、制御フィンに対して秒当たり０．５８度Ｆに比べると
、最初の１００秒の運転を経て秒当たり１．１６度Ｆの平均温度減少率が得られた。よっ
て、本発明に係るフィンは、最初の１００秒の運転で制御フィンの２倍の温度減少率であ
った。
【００４０】
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　１６層の前面フィンのテスト結果に目を転ずると、制御装置は、８６０秒後に６０℃の
読み取りが得られ、一方、本発明に係る装置の１６層の前面フィンは、たった５９０秒後
に、この温度が得られた。本発明に係る１６層の前面フィンは、制御装置によって必要と
される時間の約２／３で、制御フィンと同じ温度の読み取りが得られた。このテストで番
号付けされたフィンは、上から下に番号が付けられた。従って、層１は、テストされたシ
リンダヘッド／シリンダアッセンブリのシリンダヘッドの最上端のフィンであり、層１６
は、テストされたシリンダヘッド／シリンダアッセンブリの基礎をなすシリンダの最下端
のフィンである。１６層の制御フィンおよび対応する１６層の発明フィンを読み取る温度
の比較は、図２４で明瞭に示される。
【００４１】
　熱伝達率が、温度に直接に依存することがわかれば、本発明に係る装置は、この技術で
知られた従来のフィン構造より、相当に高い熱伝達率を達成することが証明される。
【００４２】
　本発明が、好ましくかつ代替的な実施例について特に示され、記述される一方、形状や
詳細の前記および他の変化は、本願請求項に記載された発明の精神および範囲を逸脱する
ことなく、製造できることが、当業者によって理解される。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、そこに設けられたエンジンを有する（影線で表示された）代表的なモー
タサイクルの側面図であり、エンジンは、シリンダ，シリンダヘッド，ローカーアームカ
バー，および検査カバーを備える。
【図２】図２は、シリンダから外側に延び、空気流に露出する複数の冷却フィンを有する
シリンダの部分側面図である。
【図３】図３は、図２に示されたシリンダの斜視図である。
【図４】図４は、図３に示されたシリンダの側面図である。
【図５】図５は、冷却フィンの代表的な部分の上方斜視図である。
【図６】図６は、図５に描かれた拡大孤立図である。図６ａは、図６に示される断面図で
ある。
【図７】図７は、図５に示される拡大孤立図の頂面図である。
【図８】図８は、代表的な円形の検査カバーの前面図である。
【図９】図９は、代表的なオーバル状の検査カバーの前面図である。
【図１０】図１０は、代表的な円筒状オイルクーラーの斜視図である。
【図１１】図１１は、代表的な矩形状オイルクーラーの斜視図である。
【図１２】図１２は、本発明の好ましい実施例に従う冷却フィンのエッジを刻むのに使用
される刻み道具の側面図である。
【図１３】図１３は、外部のエンジン部品上に配され、本発明の方法を使用する縦に並ん
だオーバル状に凹んだデザインの前面図である。
【図１４】図１４は、外部のエンジン部品上に配され、本発明の方法を使用する横に並ん
だ垂直デザインの前面図である。
【図１５】図１５は、外部のエンジン部品上に配され、本発明の方法を使用するある角度
で横に並んだオーバル状デザインの前面図である。
【図１６】図１６は、外部のエンジン部品上に配され、本発明の方法を使用する第２のあ
る角度で横に並んだオーバル状デザインの前面図である。
【図１７】図１７は、外部のエンジン部品上に配され、本発明の方法を使用する一対のオ
ーバル状の複数のＸ状の組合わせからなるデザインの前面図である。
【図１８】図１８は、外部のエンジン部品上に配され、本発明の方法を使用する一対のオ
ーバル状の複数のｖ状の組合わせからなるデザインの前面図である。
【図１９】図１９は、上記テスト例のレイアウトを表示する概略図である。
【図２０】図２０は、上記テスト例を図で表示したテスト結果である。
【図２１】図２１は、上記テスト例を図で表示したテスト結果である。
【図２２】図２２は、上記テスト例を図で表示したテスト結果である。
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【図２３】図２３は、上記テスト例を図で表示したテスト結果である。
【図２４】図２４は、上記テスト例を図で表示したテスト結果である。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ６ ａ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】
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